






要約 症例 1.女児,異所性(舌下部)甲状腺機能低下症。某病院において甲状腺機能正常のた

め,持続性高TSH血症として経過観察された。生後4ヵ月頸部超音波検査,甲状腺描出なし。

99mTc 甲状腺シンチグラムにより確定診断。 

症例2.女児,代償性甲状腺腫性甲状腺機能低下症。生後13日TSH162.0μU/ml,fT40.3ng/dl。

理学的所見,甲状腺腫大(一)。生後 20日頸部超音波検査,甲状腺腫大(+)。生後 17日～6.5

ヵ月 1-thyroxine 投与。現在生後 16 ヵ月甲状腺機能正常。 

症例 3.女児,一過性甲状腺機能低下症。生後 13 日 TSH48.1μU/ml,fT4 0.5ng/dl。生後 26

日頸部超音波検査,甲状腺位置・サイズ正常。生後 20 日～7 ヵ月 1-thyroxine 投与。現在

生後 10 ヵ月甲状腺機能正常。 

頸部超音波検査は,上記 3症例において,潜在的甲状腺機能低下状態の有無及びその予後の

判定に有用な情報をもたらした。新生児マススクリ一二ングにより見出された高TSH 血症

患児の鑑別診断に必要不可欠な検査と思われる。 


